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(57)【要約】
　ＩＥＥＥ８０２．２１下のメディア独立ハンドオーバ
（ＭＩＨ）および免許不要移動アクセス（ＵＭＡ）を統
合する方法およびシステムが開示されている。公衆陸上
移動網（ＰＬＭＮ）および免許不要移動アクセスネット
ワーク（ＵＭＡＮ）は、並行して展開される。ＵＭＡは
、マルチモード無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）がＵＭ
ＡＮにアクセスし、ＵＭＡＮを介してＰＬＭＮサービス
を受信することができるようにサポートされる。ＭＩＨ
エンティティは、ＷＴＲＵおよびＵＭＡＮの両方に含ま
れ、ＷＴＲＵのＭＩＨエンティティは、ハンドオーバ・
イベントおよび情報を監視し、ＰＬＭＮとＵＭＡＮとの
間のハンドオーバのハンドオーバトリガを生成する。Ｕ
ＭＡＮにおけるＭＩＨエンティティは、ＷＴＲＵのＭＩ
Ｈエンティティと対話して、リモートイベント、ハンド
オーバ情報、およびコマンドを報告する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　公衆陸上移動網（ＰＬＭＮ）と、免許不要移動アクセスネットワーク（ＵＭＡＮ）と、
を含み、マルチモード無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）が、ＵＭＡＮにアクセスして、前
記ＵＭＡＮを介して前記ＰＬＭＮによって提供されるサービスを受信し、連続的なサービ
スのために前記ＰＬＭＮと前記ＵＭＡＮとの間でハンドオーバし得るように、免許不要移
動アクセス（ＵＭＡ）がサポートされる、無線通信システムにおいて、メディア独立ハン
ドオーバ（ＭＩＨ）機能およびＵＭＡを統合するシステムであって、
　マルチモードＷＴＲＵであって、
　　ハンドオーバ・イベントおよび情報を監視し、前記ＰＬＭＮと前記ＵＭＡＮとの間の
ハンドオーバのハンドオーバトリガを上位レイヤに送信するＭＩＨエンティティと、
　　前記ＵＭＡＮとインターフェイス接続をして、ハンドオーバ・イベントおよび情報を
前記ＷＴＲＵの前記ＭＩＨエンティティに報告するＵＭＡＮインターフェイスと、
　　前記ＰＬＭＮとインターフェイス接続をして、ハンドオーバ・イベントおよび情報を
前記ＷＴＲＵの前記ＭＩＨエンティティに報告するＰＬＭＮインターフェイスと
　を含むマルチモードＷＴＲＵと、
　前記ＵＭＡＮであって、
　　前記ＷＴＲＵへの無線アクセスを提供するアクセスポイント（ＡＰ）と、
　　前記ＷＴＲＵの前記ＭＩＨエンティティと対話して、前記ハンドオーバトリガの生成
に関連するリモートハンドオーバ・イベント、情報、およびコマンドを報告するＭＩＨエ
ンティティと、
　　前記ＵＭＡＮを介した前記ＰＬＭＮへのアクセスをサポートし、それによって前記Ｗ
ＴＲＵが、受信されたイベント、情報、およびコマンドに基づいてハンドオーバをトリガ
する、ＵＭＡネットワークコントローラ（ＵＮＣ）と
　を含む前記ＵＭＡＮと
　を備えることを特徴とするシステム。
【請求項２】
　前記ＵＭＡＮは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）ネットワーク、ＩＥＥＥ８０２ネッ
トワークおよびＨＹＰＥＲＬＡＮ／２のうちの１つであり、前記ＰＬＭＮは、移動通信用
グローバルシステム（ＧＳＭ）ネットワーク、第３世代パートナーシッププロジェクト（
３ＧＰＰ）ネットワーク、および３ＧＰＰ２ネットワークのうちの１つであることを特徴
とする請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記ＷＴＲＵは、ＵＭＡプロトコルスタックおよびＧＳＭプロトコルスタックを含み、
サービスアクセスポイントが、前記ＭＩＨエンティティと前記ＵＭＡプロトコルスタック
との間、および前記ＭＩＨエンティティと前記ＧＳＭプロトコルスタックとの間に設けら
れることを特徴とする請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　前記ＷＴＲＵの前記ＭＩＨエンティティ、および前記ＵＭＡＮの前記ＭＩＨエンティテ
ィは、レイヤ独立エンティティであることを特徴とする請求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　前記ＵＭＡＮの前記ＭＩＨエンティティは、前記ＡＰに含まれることを特徴とする請求
項１に記載のシステム。
【請求項６】
　前記ＵＭＡＮの前記ＭＩＨエンティティは、前記ＵＮＣに含まれることを特徴とする請
求項１に記載のシステム。
【請求項７】
　前記ＷＴＲＵの前記ＵＭＡＮインターフェイスは、イベント、情報、およびコマンドを
交換するために、イベントサービス（ＥＳ）、情報サービス（ＩＳ）、およびコマンドサ
ービス（ＣＳ）によって前記ＷＴＲＵの前記ＭＩＨエンティティと通信することを特徴と
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する請求項１に記載のシステム。
【請求項８】
　前記リモートイベントは、レイヤ２トランスポートを介して前記ＷＴＲＵの前記ＭＩＨ
エンティティと前記ＵＭＡＮの前記ＭＩＨエンティティとの間で通信されることを特徴と
する請求項１に記載のシステム。
【請求項９】
　前記ＷＴＲＵの前記ＭＩＨエンティティは、上位レイヤトランスポートプロトコルの使
用を介して前記ＵＭＡＭの前記ＭＩＨエンティティと通信することを特徴とする請求項１
に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記ＵＭＡＮは、前記ＵＭＡＮの前記ＭＩＨエンティティを制御するＭＩＨネットワー
クエンティティをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載のシステム。
【請求項１１】
　公衆陸上移動網（ＰＬＭＮ）と、免許不要移動アクセスネットワーク（ＵＭＡＮ）と、
を含み、マルチモード無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）が、ＵＭＡＮにアクセスして、前
記ＵＭＡＮを介して前記ＰＬＭＮによって提供されるサービスを受信し、連続的なサービ
スのために前記ＰＬＭＮと前記ＵＭＡＮとの間でハンドオーバし得るように、免許不要移
動アクセス（ＵＭＡ）がサポートされる、無線通信システムにおいて、メディア独立ハン
ドオーバ（ＭＩＨ）機能およびＵＭＡを統合する方法であって、
　（ａ）前記ＷＴＲＵおよび前記ＵＭＡＮにそれぞれＭＩＨエンティティを設けるステッ
プと、
　（ｂ）前記ＷＴＲＵの前記ＭＩＨエンティティが、ローカルおよびリモートのハンドオ
ーバ・イベント、情報、およびコマンドを集めるステップと、
　（ｃ）前記ＷＴＲＵの前記ＭＩＨエンティティが、前記集められたハンドオーバ・イベ
ントおよび情報に基づいて、ハンドオーバをトリガする閾値が満たされているか、または
ハンドオーバコマンドが発行されているかを判定するステップと、
　（ｄ）ステップ（ｃ）での前記判定が正である場合、前記ＷＴＲＵの前記ＭＩＨエンテ
ィティは、ハンドオーバトリガを上位レイヤに送信することによって前記ＰＬＭＮと前記
ＵＭＡＮとの間のハンドオーバを開始するステップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項１２】
　前記ＵＭＡＮは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）ネットワーク、ＩＥＥＥ８０２ネッ
トワークおよびＨＹＰＥＲＬＡＮ／２のうちの１つであり、前記ＰＬＭＮは、移動通信用
グローバルシステム（ＧＳＭ）ネットワーク、第３世代パートナーシッププロジェクト（
３ＧＰＰ）ネットワーク、および３ＧＰＰ２ネットワークのうちの１つであることを特徴
とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ＷＴＲＵの前記ＭＩＨエンティティ、および前記ＵＭＡＮの前記ＭＩＨエンティテ
ィは、レイヤ独立エンティティであることを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ＵＭＡＮの前記ＭＩＨエンティティは、アクセスポイントに含まれることを特徴と
する請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ＵＭＡＮの前記ＭＩＨエンティティは、ＵＭＡネットワークコントローラ（ＵＮＣ
）に含まれることを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ハンドオーバ・イベント、情報、およびコマンドは、イベントサービス（ＥＳ）、
情報サービス（ＩＳ）、およびコマンドサービス（ＣＳ）によって通信されることを特徴
とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１７】
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　前記リモートイベント、情報、およびコマンドは、レイヤ２トランスポートを介して通
信されることを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１８】
　前記ＷＴＲＵの前記ＭＩＨエンティティは、上位レイヤトランスポートプロトコルの使
用を介して前記ＵＭＡＭの前記ＭＩＨエンティティと通信することを特徴とする請求項１
１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムに関する。より詳細には、本発明は、ＩＥＥＥ８０２．２
１下のメディア独立ハンドオーバ（ｍｅｄｉａ　ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ　ｈａｎｄｏｖ
ｅｒｓ：ＭＩＨ）および免許不要移動アクセス（ｕｎｌｉｃｅｎｓｅｄ　ｍｏｂｉｌｅ　
ａｃｃｅｓｓ：ＵＭＡ）を統合する方法およびシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　様々なタイプのサービスを提供するために、様々なタイプの無線通信システムが開発さ
れてきた。無線通信システムのいくつかの例には、無線ローカルエリアネットワーク（Ｗ
ＬＡＮ）、無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）、ユニバーサル移動通信システム（ｕｎｉ
ｖｅｒｓａｌ　ｍｏｂｉｌｅ　ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　ｓｙｓｔｅｍ：Ｕ
ＭＴＳ）などのセルラーネットワークなどがある。こうした各システムは、各システムが
意図される特定の用途を提供するために、開発され、手が加えられてきた。
【０００３】
　企業、住宅、および公の領域における無線通信ネットワークの採用の普及によって、ユ
ーザがあるネットワークから別のネットワークに移動するとき、連続的な接続をサポート
することができる。台頭しつつある「常時接続」のライフスタイルによって、無線送受信
ユニット（ＷＴＲＵ）（すなわち移動局）は、複数の異種ネットワークをサポートするこ
とが求められる。これらのネットワーク間でシームレスにハンドオーバするために、ＩＥ
ＥＥ８０２．２１ＭＩＨが提案されている。
【０００４】
　一方で、ＵＭＡ技術は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）やＩＥＥＥ８０２．１１など
、免許不要スペクトル技術を介した移動通信用グローバルシステム（ｇｌｏｂａｌ　ｓｙ
ｓｔｅｍ　ｆｏｒ　ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ：ＧＳＭ）、および汎用
パケット無線サービス（ＧＰＲＳ）へのアクセスを提供する。ＵＭＡ技術を展開すること
によって、サービスプロバイダは、加入者が、デュアルモードＷＴＲＵを使用してセルラ
ーネットワークと公衆および私設の免許不要無線ネットワークとの間でローミングし、ハ
ンドオーバできるようにすることができる。ＵＭＡによって、加入者は、ネットワーク間
を移行するとき、連続的なサービスを受ける。
【０００５】
　しかし、ＵＭＡ技術は、特定のハンドオーバ状態がどのように起こり、異種のリンクレ
イヤがこれらの状態を、ハンドオーバを処理する上位レイヤにどのように伝えることがで
きるかについて対処していない。したがって、ＵＭＡには、上位レイヤへのトリガを生成
するための手順または機能がない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって、ＵＭＡアーキテクチャ内でのハンドオーバのトリガを提供する必要がある
。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、ＩＥＥＥ８０２．２１下のＭＩＨおよびＵＭＡを統合する方法およびシステ
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ムに関する。公衆陸上移動網（ｐｕｂｌｉｃ　ｌａｎｄ　ｍｏｂｉｌｅ　ｎｅｔｗｏｒｋ
：ＰＬＭＮ）および免許不要移動アクセスネットワーク（ＵＭＡＮ）は、並行して展開さ
れる。ＵＭＡは、マルチモードＷＴＲＵがＵＭＡＮにアクセスし、ＵＭＡＮを介してＰＬ
ＭＮサービスを受信することができるようにサポートされる。ＭＩＨエンティティは、Ｗ
ＴＲＵおよびＵＭＡＮの両方に含まれ、ＷＴＲＵのＭＩＨエンティティは、ハンドオーバ
・イベントおよび情報を監視し、ＰＬＭＮとＵＭＡＮとの間のハンドオーバ用のハンドオ
ーバトリガを生成する。ＵＭＡＮにおけるＭＩＨエンティティは、ＷＴＲＵのＭＩＨエン
ティティと対話して、リモートイベント、ハンドオーバ情報、およびコマンドを報告する
。
【０００８】
　一例として示され、添付の図面と併せ読めば理解される好ましい例の以下の説明から、
本発明のより詳細な理解が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、「ＷＴＲＵ」という用語は、それだけには限定されないが、ユーザ機器、移動局
、固定または移動の加入者局、ページャ、または無線環境で動作することができる他の任
意のタイプの装置を含む。以下、「基地局」および「ＡＰ」という用語は、それだけには
限定されないが、Ｎｏｄｅ－Ｂ、サイトコントローラ、または無線環境における他の任意
のタイプのインターフェイス装置を含む。
【００１０】
　本発明の特徴は、集積回路（ＩＣ）に組み込むことも、多数の相互接続する構成要素を
含む回路で構成することもできる。
【００１１】
　図１は、無線通信システム１００の従来のＵＭＡ機能アーキテクチャを示している。無
線通信システム１００は、ＵＭＡＮ１１０およびＰＬＭＮ１２０を含む。ＵＭＡＮ１１０
は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）ネットワーク、ＩＥＥＥ８０２．１１ネットワーク
、または免許不要の周波数帯域を使用する他の類似の無線ネットワークとすることができ
る。ＰＬＭＮ１２０は、それだけには限定されないが、第３世代パートナーシッププロジ
ェクト（ｔｈｉｒｄ　ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　ｐｒｏｊｅｃｔ
：３ＧＰＰ）および３ＰＰ２ネットワークを含む任意のタイプのセルラーネットワークと
することができる。
【００１２】
　ＵＭＡＮ１１０は、少なくとも１つのＡＰ１１２および少なくとも１つのＵＭＡネット
ワークコントローラ（ＵＭＣ）１１６、およびＡＰ１１２とＵＮＣ１１６とを接続する広
帯域ＩＰネットワーク１１４を含む。ＡＰ１１２は、ＷＴＲＵ１０２への無線アクセスを
提供する。広帯域ＩＰネットワーク１１４は、ＡＰ１１２とＵＮＣ１１６との間の接続を
提供する。ＷＴＲＵ１０２は、それだけには限定されないが、ＩＥＥＥ８０２．３、８０
２．１１、８０２．１５、８０２．１６、８０２．２０、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標
）、ＨＹＰＥＲＬＡＮ／２、３ＧＰＰおよび３ＧＰＰ２を含む複数のインターフェイスを
サポートするマルチモード装置である。ＰＬＭＮ１２０には、数ある中でも、移動交換局
（ＭＳＣ）１２２、サービングＧＰＲＳサポートノード（ｓｅｒｖｉｎｇ　ＧＰＲＳ　ｓ
ｕｐｐｏｒｔ　ｎｏｄｅ：ＳＧＳＮ）１２４、認証、許可、および課金（ａｕｔｈｅｎｔ
ｉｃａｔｉｏｎ，　ａｕｔｈｏｒｉｚａｔｉｏｎ　ａｎｄ　ａｃｃｏｕｎｔｉｎｇ：ＡＡ
Ａ）サーバ１２６、およびホームロケーションレジスタ（ＨＬＲ）１２８などがある。Ｕ
ＮＣ１１６は、ＵＭＡＮ１１０を介したＷＴＲＵ１０２の回路交換（ＣＳ）サービスおよ
びパケット交換（ＰＳ）サービスをそれぞれサポートするＭＳＣ１２２およびＳＧＳＮ１
２４に接続する。
【００１３】
　図２は、本発明によるＷＴＲＵ２０２とＵＭＡＮ２１０との間のシグナリング（すなわ
ちＡＰ２１２、ＵＮＣ２１６、およびＭＩＨネットワークエンティティ２１８）を示して



(6) JP 2009-506587 A 2009.2.12

10

20

30

40

50

いる。ＭＩＨエンティティ２５２、２５４はそれぞれ、ＷＴＲＵ２０２およびネットワー
ク２１０に含まれており、異種ネットワーク間のシームレスなハンドオーバをサポートす
る。ＭＩＨエンティティ２５２、２５４は、単独のレイヤ独立エンティティであり、ただ
１つのハンドオーバ管理エンティティとして独立して働いてもよく、または既存の技術固
有のハンドオーバエンティティと連係してもよい。ネットワーク内のＭＩＨエンティティ
２５４は、単独のエンティティでもよく、またはＡＰ２１２やＵＮＣ２１６など、任意の
エンティティに属していてもよい。
【００１４】
　ＷＴＲＵ２０２は、ＩＥＥＥ８０２インターフェイス２２０、ＧＳＭ ＥＤＧＥ無線ア
クセスネットワーク（ＧＥＲＡＮ）ネットワークインターフェイス２３０、およびＭＩＨ
エンティティ２５２を含む。ＷＴＲＵ２０２は、１つまたは複数の追加のＭＩＨユーザ２
３２を有していてもよい。ＩＥＥＥ８０２インターフェイス２２０は、論理リンク制御／
コンバージェンスサブレイヤ（ｌｏｇｉｃａｌ　ｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ／ｃｏｎｖｅ
ｒｇｅｎｃｅ　ｓｕｂ－ｌａｙｅｒ：ＬＬＣ／ＣＳ）２２２、媒体アクセス制御（ＭＡＣ
）レイヤ２２４、および物理（ＰＨＹ）レイヤ２２６を含む。簡潔にするために、図２は
、下位レイヤのエンティティのみを示しており、上位レイヤエンティティは、図５に示さ
れていることに留意されたい。
【００１５】
　ＷＴＲＵ２０２におけるＭＩＨエンティティ２５２は、ローカルハンドオーバ・イベン
ト、情報、およびコマンド２４４ａ～２４４ｄをＷＴＲＵ２０２の下位レイヤ（すなわち
ＬＬＣ／ＣＳレイヤ２２２、ＭＡＣレイヤ２２４、およびＰＨＹレイヤ２２６）と交換し
、リモートイベント、情報、およびコマンド２４２をネットワーク２１０のＭＩＨエンテ
ィティ２５４と交換する。ローカルハンドオーバ情報は、ＭＩＨエンティティ２５２とＭ
ＡＣ／ＰＨＹレイヤ２２４／２２６との間で情報サービス（ＩＳ）２４４ａによって伝え
られ、コマンドサービス（ＣＳ）２４４ｂおよびイベントサービス（ＥＳ）２４４ｃは、
管理エンティティ２２８を介して、ローカルハンドオーバ・イベントおよびコマンドにつ
いて、ＭＩＨエンティティ２５２とＭＡＣ／ＰＨＹレイヤ２２４／２２６との間で交換さ
れる。これらのローカルイベント、情報、およびコマンド２４４ａ～２４４ｃは、ＭＩＨ
エンティティ２５２のＬＩＮＫ－ＳＡＰ２６４を介して伝えられる。また、リモートイベ
ント２４２は、レイヤ２トランスポート２４２を介して、ＩＳ、ＣＳ、ＥＳによってＭＩ
Ｈエンティティ２５４とＭＩＨエンティティ２５２との間で伝えられる。また、ＭＩＨエ
ンティティ２５２は、ローカルイベントについて、ＬＬＣ－ＳＡＰ２６２を介してＬＬＣ
／ＣＳ２２２に伝える。
【００１６】
　ＧＥＲＡＮネットワークインターフェイス２３０は、３Ｇ－ＬＩＮＫ－ＳＡＰ２６６を
介して、ＥＳ、ＣＳ、およびＩＳ ２４４ｅによってＭＩＨエンティティ２５２にハンド
オーバ・イベントを伝える。また、追加のＭＩＨユーザ２３２は、ＭＩＨ－ＳＡＰ２６８
を介して、ＥＳ、ＣＳ、およびＩＳ ２４４ｘによってＭＩＨエンティティ２５２にハン
ドオーバ・イベントを伝える。ＭＩＨユーザ２３２は、ＭＩＨエンティティ２５２によっ
て提供されるＭＩＨサービスを活用することができる任意のモビリティアプリケーション
（ｍｏｂｉｌｉｔｙ　ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ）である。図５のＵＭＡ－ＲＲ５１２およ
びＧＳＭ－ＲＲ５２２は、ＭＩＨユーザの例である。
【００１７】
　ハンドオーバ・イベントおよび情報は、ハンドオーバに関連する任意のイベントまたは
情報とすることができる。例えば、ネットワーク２１０において回復不能な障害状態が起
こった場合、ネットワーク２１０は、ＷＴＲＵ２０２が異なるネットワークインターフェ
イスに切り替えることができるように、この発生をＷＴＲＵ２０２に信号で伝えることが
できる。別の例は、より良い無線／サービス状態（より良い価格、より良いＱｏＳなど）
の代替ネットワークの存在である。ハンドオーバの実行を命令するために、ＭＩＨユーザ
（図５のＵＭＡ－ＲＲ５１２やＧＳＭ－ＲＲ５２２など）からコマンドが送信される。
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【００１８】
　ＡＰ２１２は、ＬＬＣ／ＣＳ２７２、ＭＡＣレイヤ２７４、ＰＨＹレイヤ２７６を含む
。ネットワークでは、ローカルハンドオーバ・イベント、情報、およびコマンドは、管理
エンティティ２７８を介して、ＩＳ、ＣＳ、およびＥＳ２４６ａ～２４６ｂによって、Ｍ
ＡＣ／ＰＨＹレイヤ２７４／２７６とＭＩＨエンティティとの間、およびＬＬＣ／ＣＳ２
７２とＭＩＨエンティティ２５４との間で伝えられる。
【００１９】
　ＭＩＨエンティティ２５４は、単独で存在しており、上位レイヤトランスポートプロト
コルまたはＬ２トランスポートを使用して、ローカルおよびリモートのイベント、情報、
およびコマンドをＡＰ２１２に伝えることができる。あるいは、ＭＩＨエンティティ５２
４およびＡＰ２１２は、同じ場所に存在していてもよい。ＭＩＨエンティティ２５４は、
ＭＡＣ／ＰＨＹレイヤ２７４／２７６からローカルイベントを伝えるＬＩＮＫ－ＳＡＰ２
８２、およびＬＬＣ／ＣＳ２７２からリモートイベントおよびローカルイベントを伝える
ＬＬＣ－ＳＡＰ２８４を含む。
【００２０】
　異なるネットワークの状態の現在のおよび予想される将来の任意の変化は、ＩＰなど、
上位レイヤトランスポートプロトコルを介して、ＩＳ／ＣＳ／ＥＳ ２８０によって、Ｍ
ＩＨエンティティ２５２、２５４、および／またはＭＩＨネットワークエンティティ２１
８（ＭＩＨサーバコントローラなど）の間にＮＥＴ－ＳＡＰ２６９、２８６を介してシグ
ナリングすることができる。こうした状態には、ＭＡＣレイヤおよびＰＨＹレイヤの状態
の変化や、負荷状態の変化などいくつかのネットワーク属性の変化などがある。ＷＴＲＵ
２０２のＭＩＨエンティティ２５２は、リンクの品質、サービスおよび加入など、いくつ
かの基準に従って集められたイベント、情報、およびコマンドに基づいて、ハンドオーバ
が必要であるかどうかを判定する。
【００２１】
　ＭＩＨネットワークエンティティ２１８は、ＩＥＥＥ８０２．２１プロトコルに従って
動作することができるネットワーク内の任意のエンティティである。ＭＩＨネットワーク
エンティティ２１８は、ＭＩＨサービスのいずれか（すなわちＥＳ、ＩＳ、およびＣＳ）
によって使用されるメッセージを処理する。しかし、ＭＩＨネットワークエンティティ２
１８は、これらのメッセージに応答したり、作用したりする必要はなく、これらのメッセ
ージを無視することができる。ＭＩＨエンティティ２５４は、ＭＩＨ－ＳＡＰ２８８を介
してＩＳ、ＥＳ、ＣＳによってＭＩＨネットワークエンティティ２１８にハンドオーバ・
イベントを伝える。また、ＭＩＨネットワークエンティティ２１８は、上位レイヤトラン
スポートプロトコルを使用してＵＮＣ２１６と通信する。例えば、ＭＩＨネットワークエ
ンティティは、ハンドオーバコマンドおよび情報を生成し、それらをＭＩＨエンティティ
２５４に送信することができ、ＭＩＨエンティティ２５４は、リモートイベントおよび技
術間ネットワーク情報要求（ｉｎｔｅｒ－ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　ｎｅｔｗｏｒｋ　ｉｎ
ｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｒｅｑｕｅｓｔ）を生成することができる。どちらの場合でも、メ
ッセージは、２８０インターフェイスを流れる。
【００２２】
　ＵＮＣ２１６は、ネットワーク機能情報をＭＩＨネットワークエンティティ２１８に提
供する。さらに、ＵＮＣ２１６とＭＩＨネットワークエンティティ２１８との間のインタ
ーフェイスを使用して、ＩＥＥＥ８０２．２１対応であるが、ＵＭＡ機能をサポートして
いないＷＴＲＵの技術間移動管理メッセージをサポートすることができる。このシナリオ
で、ＭＩＨネットワークエンティティ２１８は、ＵＮＣとＷＴＲＵとの間の相互動作機能
として働くことができる。
【００２３】
　図３および図４はそれぞれ、本発明によるＣＳドメインおよびＰＳドメインにおけるＵ
ＭＡ－ＭＩＨプロトコルアーキテクチャを示している。ＵＭＡプロトコルアーキテクチャ
は、当分野ではよく知られており、したがって、簡潔にするために、本明細書では説明し
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ない。本発明によれば、ＭＩＨエンティティ３５２、３５４は、上述したように、それぞ
れＷＴＲＵ３０２およびネットワークのプロトコルスタックに含まれている。ネットワー
ク内のＭＩＨエンティティは、単独のエンティティでもよく、または図３および図４に示
されているように、ＡＰ３１２など、任意のネットワークエンティティに属していてもよ
い。ＷＴＲＵ３０２内のＭＩＨエンティティ３５２は、矢印３０２、４０２によって示さ
れるように、ＭＩＨエンティティ３５４と対話して、リモートイベントを送受信する。図
３～図５は、一例として下位レイヤにおけるＩＥＥＥ８０２．ｘｘ技術を示しており、Ｉ
ＥＥＥ８０２．ｘｘ技術の代わりにＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）など任意のＵＭＡ技
術を実装することができることに留意されたい。
【００２４】
　図５は、本発明によるＷＴＲＵ　ＣＳドメインシグナリングアーキテクチャを示す図で
ある。ＷＴＲＵ５０２は、ＵＭＡインターフェイスおよびＧＳＭインターフェイスの両方
を含むマルチモード装置である。図５は、一例としてＧＳＭインターフェイスを示してお
り、３ＧＰＰ、３ＧＰＰ２、または他の任意のセルラーネットワークインターフェイスを
実装することができることに留意されたい。ＷＴＲＵ５０２は、ＵＭＡプロトコルスタッ
ク５１０、ＧＳＭプロトコルスタック５２０、ＭＩＨエンティティ５３０、およびアクセ
スモードスイッチ５４０を含む。ＭＩＨエンティティ５３０は、ハンドオーバトリガイベ
ント、情報、およびコマンドを監視するためにＷＴＲＵ５０２に設けられ、ハンドオーバ
トリガを生成し、上位レイヤ（移動管理レイヤ（ＭＭ）５２６など）に送信する。ＭＭレ
イヤ５２６および接続管理（ＣＭ）レイヤ５２７は、ＧＳＭモードおよびＵＭＡモードの
場合に共通して動作し、ＧＳＭモードおよびＵＭＡモードは、アクセスモードスイッチ５
４０によって選択的に切り替えられる。ＵＭＡプロトコルスタック５１０およびＧＳＭプ
ロトコルスタック５２０の個々のレイヤおよびエンティティは、当分野ではよく知られて
おり、したがって、簡潔にするために、本明細書では説明しない。ＵＭＡ無線リソースエ
ンティティ（ＵＭＡ－ＲＲ）５１２およびＧＳＭ無線リソースエンティティ（ＧＳＭ－Ｒ
Ｒ）５２２は、無線リソース管理機能を提供し、ＭＩＨエンティティ５３０と対話する。
【００２５】
　既存のＳＡＰ（ＵＭＡＧＳＭ－ＳＡＰ５１４およびＧＳＭＵＭＡ－ＳＡＰ５２４）に加
えて、本発明に従って、ＵＭＡ－ＲＲ５１２およびリモートＩＰレイヤ５１７とＭＩＨエ
ンティティ５３０との間、ならびにＧＳＭ－ＲＲ５２２とＭＩＨエンティティ５３０との
間に新しいサービスアクセスポイント（ＳＡＰ）が設けられる。ＭＩＨ－ＳＡＰ５０４は
、ＭＩＨエンティティ５３０とＵＭＡ－ＲＲ５１２との間に設けられ、３ＧＬＩＮＫ－Ｓ
ＡＰ５０８は、ＭＩＨエンティティ５３０とＧＳＭ－ＲＲ５２２との間に設けられる。Ｎ
ＥＴ－ＳＡＰ５０６は、ＭＩＨエンティティ５３０とリモートＩＰレイヤ５１７との間に
設けられる。
【００２６】
　ＧＭＳ－ＲＲ５２２は、ハンドオーバ指示を生成するためにＭＩＨエンティティ５３０
によって使用され得る既存の無線状態へのインターフェイスを提供する。この情報は、Ｇ
ＳＭＵＭＡ－ＳＡＰ５２４から直接取り出すことができる。ＧＳＭＵＭＡ－ＳＡＰ５２４
と３ＧＬＩＮＫ－ＳＡＰ５０８との間の違いは、ＭＩＨエンティティ５３０を通過するこ
とによって、ＧＥＲＡＮ情報のみとは異なり、ＩＥＥＥ８０２およびＧＥＲＡＮを含む複
合メッセージがＵＭＡ－ＲＲユーザに送信されることである。
【００２７】
　ＭＩＨエンティティ５３０は、ＬＬＣレイヤ５１６、ＭＡＣレイヤ５１８（ＭＡＣレイ
ヤ管理エンティティ（ＭＬＭＥ）５１８ａを介して）、およびＰＨＹレイヤ５１９（ＰＨ
Ｙレイヤ管理エンティティ（ＰＬＭＥ）５１９ａを介して）からローカルイベント５４４
を集め、ネットワーク内のＭＩＨピアからリモートイベント５４２およびハンドオーバ関
連の情報を集める。ＭＩＨエンティティ５３０は、ハンドオーバトリガイベントを監視し
、ある閾値を上回る場合、集められたイベントおよび情報に基づいて、ハンドオーバトリ
ガを生成する。
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【００２８】
　図６は、本発明によるＷＴＲＵ ＰＳドメインシグナリングアーキテクチャを示す図で
ある。ＷＴＲＵ６０２は、ＵＭＡインターフェイスおよびＧＰＲＳインターフェイスの両
方を含むマルチモード装置である。図６は、一例としてＧＰＲＳインターフェイスを示し
ており、３ＧＰＰ、３ＧＰＰ２、または他の任意のセルラーネットワークインターフェイ
スを実装することができることに留意されたい。ＷＴＲＵ６０２は、ＵＭＡプロトコルス
タック６１０、ＧＰＲＳプロトコルスタック６２０、ＭＩＨエンティティ６３０、および
アクセスモードスイッチ６４０を含む。ＭＩＨエンティティ６３０は、ハンドオーバトリ
ガイベント、情報、およびコマンドを監視するためにＷＴＲＵ６０２に設けられ、ハンド
オーバトリガを生成し、上位レイヤに送信する。ＬＬＣレイヤ６５０は、ＧＰＲＳモード
、およびＵＭＡモードの場合に共通して動作し、ＧＰＲＳモードおよびＵＭＡモードは、
アクセスモードスイッチ６４０によって選択的に切り替えられる。ＵＭＡ無線リンク制御
（ＵＭＡ－ＲＬＣ）レイヤ５１２は、ＧＰＲＳ－ＲＬＣレイヤ５２２とピア通信して、ア
クセスモード切替およびハンドオーバを調整する。
【００２９】
　既存のＳＡＰ（ＵＭＡＧＰＲＳ－ＳＡＰ６１４およびＧＰＲＳＵＭＡ－ＳＡＰ６２４）
に加えて、本発明に従って、ＵＭＡ－ＲＬＣ６１２とＭＩＨエンティティ６３０との間、
およびＧＰＲＳ－ＲＬＣ６２２とＭＩＨエンティティ６３０との間に新しいサービスアク
セスポイント（ＳＡＰ）が設けられる。ＭＩＨ－ＳＡＰ６０４は、ＭＩＨエンティティ６
３０とＵＭＡ－ＲＬＣ６１２との間に設けられ、３ＧＬＩＮＫ－ＳＡＰ６０８は、ＭＩＨ
エンティティ６３０とＧＰＲＳ－ＲＬＣ６２２との間に設けられる。
【００３０】
　ＭＩＨエンティティ６３０は、ＬＬＣレイヤ６１６、ＭＡＣレイヤ６１８（ＭＡＣレイ
ヤ管理エンティティ（ＭＬＭＥ）６１８ａを介して）、およびＰＨＹレイヤ６１９（ＰＨ
Ｙレイヤ管理エンティティ（ＰＬＭＥ）６１９ａを介して）からローカルイベント６４４
を集める。ＭＩＨエンティティ６３０は、ネットワーク内のＭＩＨピアからのリモートイ
ベントおよびハンドオーバ情報６４２、６４４を交換する。リモートイベントおよびハン
ドオーバ情報は、ＮＥＴ－ＳＡＰ６５２を介してＭＩＨピアに送信されてもよい。ＭＩＨ
エンティティ６３０は、ハンドオーバトリガイベントを監視し、ある閾値を上回る場合、
集められたイベントおよび情報に基づいて、ハンドオーバトリガを生成する。
【００３１】
　図７は、本発明によるＵＭＡＮとＰＬＭＮとの間のハンドオーバをトリガするプロセス
７００のフロー図である。ＭＩＨエンティティがＷＴＲＵおよびネットワークにそれぞれ
設けられる（ステップ７０２）。ＷＴＲＵのＭＩＨエンティティは、ネットワーク内の下
位レイヤおよびピアＭＩＨエンティティからハンドオーバ・イベント、およびハンドオー
バ関連情報を集める（ステップ７０４）。ＷＴＲＵのＭＩＨエンティティは、集められた
ハンドオーバ・イベント、およびハンドオーバ関連情報に基づいて、ハンドオーバをトリ
ガする閾値が満たされているかどうかを判定する（ステップ７０６）。ステップ７０６で
の判定が正である場合、ＷＴＲＵのＭＩＨエンティティは、ハンドオーバトリガを上位レ
イヤに送信することによってＰＬＭＮとＵＭＡＮとの間のハンドオーバを開始する（ステ
ップ７０８）。閾値が満たされていない場合、プロセス７００は、ステップ７０４に戻っ
てハンドオーバ・イベントおよび情報を監視する。
【００３２】
　実施形態
　１．ＭＩＨ機能およびＵＭＡを統合するシステムは、ＰＬＭＮおよびＵＭＡＮを含む無
線通信システムにおけるマルチモードＷＴＲＵおよびＵＭＡＮを含み、ＵＭＡは、マルチ
モードＷＴＲＵがＵＭＡＮにアクセスして、ＵＭＡＮを介してＰＬＭＮによって提供され
るサービスを受信し、連続的なサービスのためにＰＬＭＮとＵＭＡＮとの間でハンドオー
バし得るようにサポートされる。
【００３３】
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　２．マルチモードＷＴＲＵは、ハンドオーバ・イベントおよび情報を監視し、ＰＬＭＮ
とＵＭＡＮとの間のハンドオーバのハンドオーバトリガを上位レイヤに送信するＭＩＨエ
ンティティを含む実施形態１のシステム。
【００３４】
　３．マルチモードＷＴＲＵは、ＵＭＡＮとインターフェイス接続をして、ハンドオーバ
・イベントおよび情報をＷＴＲＵのＭＩＨエンティティに報告するＵＭＡＮインターフェ
イスを含む実施形態１および２のうちの１つに記載のシステム。
【００３５】
　４．マルチモードＷＴＲＵは、ＰＬＭＮとインターフェイス接続をして、ハンドオーバ
・イベントおよび情報をＷＴＲＵのＭＩＨエンティティに報告するＰＬＭＮインターフェ
イスを含む実施形態１～３のうちの１つに記載のシステム。
【００３６】
　５．ＵＭＡＮは、ＷＴＲＵへの無線アクセスを提供するためのＡＰを含む実施形態１～
４のうちの１つに記載のシステム。
【００３７】
　６．ＵＭＡＮは、ＷＴＲＵのＭＩＨエンティティと対話して、ハンドオーバトリガの生
成に関連するリモートハンドオーバ・イベントを報告するＭＩＨエンティティを含む実施
形態１～５のうちの１つに記載のシステム。
【００３８】
　７．ＵＭＡＮは、ＷＴＲＵのＭＩＨエンティティと対話して、ハンドオーバトリガの生
成に関連するリモートハンドオーバ情報を報告するＭＩＨエンティティを含む実施形態１
～６のうちの１つに記載のシステム。
【００３９】
　８．ＵＭＡＮは、ＷＴＲＵのＭＩＨエンティティと対話して、ハンドオーバトリガの生
成に関連するリモートハンドオーバコマンドを報告するＭＩＨエンティティを含む実施形
態１～７のうちの１つに記載のシステム。
【００４０】
　９．ＵＭＡＮは、ＵＭＡＮを介してＰＬＭＮへのアクセスをサポートするＵＮＣを含む
実施形態１～８のうちの１つに記載のシステム。
【００４１】
　１０．ＷＴＲＵは、受信されたイベントに基づいてハンドオーバをトリガする実施形態
１～９のうちの１つに記載のシステム。
【００４２】
　１１．ＷＴＲＵは、受信された情報に基づいてハンドオーバをトリガする実施形態１～
１０のうちの１つに記載のシステム。
【００４３】
　１２．ＷＴＲＵは、受信されたコマンドに基づいてハンドオーバをトリガする実施形態
１～１１のうちの１つに記載のシステム。
【００４４】
　１３．ＵＭＡＮはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）ネットワークである実施形態１～１
２のうちの１つに記載のシステム。
【００４５】
　１４．ＵＭＡＮはＩＥＥＥ８０２ネットワークである実施形態１～１２のうちの１つに
記載のシステム。
【００４６】
　１５．ＵＭＡＮはＨＹＰＥＲＬＡＮ／２である実施形態１～１２のうちの１つに記載の
システム。
【００４７】
　１６．ＰＬＭＮはＧＳＭネットワークである実施形態１～１５のうちの１つに記載のシ
ステム。
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【００４８】
　１７．ＰＬＭＮは３ＧＰＰネットワークである実施形態１～１５のうちの１つに記載の
システム。
【００４９】
　１８．ＰＬＭＮは３ＧＰＰ２ネットワークである実施形態１～１５のうちの１つに記載
のシステム。
【００５０】
　１９．ＷＴＲＵは、ＵＭＡプロトコルスタックを含み、サービスアクセスポイントは、
ＭＩＨエンティティとＵＭＡプロトコルスタックとの間に設けられる実施形態１～１８の
うちの１つに記載のシステム。
【００５１】
　２０．ＷＴＲＵは、ＧＳＭプロトコルスタックを含み、サービスアクセスポイントは、
ＭＩＨエンティティとＧＳＭプロトコルスタックとの間に設けられる実施形態１～１９の
うちの１つに記載のシステム。
【００５２】
　２１．ＷＴＲＵのＭＩＨエンティティはレイヤ独立エンティティである実施形態２～２
０のうちの１つに記載のシステム。
【００５３】
　２２．ＵＭＡＮのＭＩＨエンティティはレイヤ独立エンティティである実施形態６～２
１のうちの１つに記載のシステム。
【００５４】
　２３．ＵＭＡＮのＭＩＨエンティティはＡＰに含まれる実施形態６～２２のうちの１つ
に記載のシステム。
【００５５】
　２４．ＵＭＡＮのＭＩＨエンティティはＵＮＣに含まれる実施形態６～２２のうちの１
つに記載のシステム。
【００５６】
　２５．ＷＴＲＵのＵＭＡＮインターフェイスは、イベントを交換するために、ＥＳによ
ってＷＴＲＵのＭＩＨエンティティと通信する実施形態３～２４のうちの１つに記載のシ
ステム。
【００５７】
　２６．ＷＴＲＵのＵＭＡＮインターフェイスは、情報を交換するために、ＩＳによって
ＷＴＲＵのＭＩＨエンティティと通信する実施形態３～２５のうちの１つに記載のシステ
ム。
【００５８】
　２７．ＷＴＲＵのＵＭＡＮインターフェイスは、コマンドを交換するために、ＣＳによ
ってＷＴＲＵのＭＩＨエンティティと通信する実施形態３～２６のうちの１つに記載のシ
ステム。
【００５９】
　２８．リモートイベントは、レイヤ２トランスポートを介して、ＷＴＲＵのＭＩＨエン
ティティとＵＭＡＮのＭＩＨエンティティとの間で通信される実施形態６～２７のうちの
１つに記載のシステム。
【００６０】
　２９．ＷＴＲＵのＭＩＨエンティティは、上位レイヤトランスポートプロトコルを使用
してＵＭＡＭのＭＩＨエンティティと通信する実施形態６～２７のうちの１つに記載のシ
ステム。
【００６１】
　３０．ＵＭＡＮは、ＵＭＡＮのＭＩＨエンティティを制御するＭＩＨネットワークエン
ティティをさらに含む実施形態１～２９のうちの１つに記載のシステム。
【００６２】
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　３１．ＰＬＭＮおよびＵＭＡＮを含む無線通信システムにおいてＭＩＨ機能およびＵＭ
Ａを統合する方法であって、ＵＭＡは、マルチモードＷＴＲＵがＵＭＡＮにアクセスして
、ＵＭＡＮを介してＰＬＭＮによって提供されるサービスを受信し、連続的なサービスの
ためにＰＬＭＮとＵＭＡＮとの間でハンドオーバし得るようにサポートされる方法。
【００６３】
　３２．ＷＴＲＵにＭＩＨエンティティを設けることを含む実施形態３１の方法。
【００６４】
　３３．ＵＭＡＮにＭＩＨエンティティを設けることを含む実施形態３１および３２のう
ちの１つに記載の方法。
【００６５】
　３４．ＷＴＲＵのＭＩＨエンティティは、ローカルおよびリモートのハンドオーバ・イ
ベントを集めることをさらに含む実施形態３１～３３のうちの１つに記載の方法。
【００６６】
　３５．ＷＴＲＵのＭＩＨエンティティは、ローカルおよびリモートのハンドオーバ情報
を集めることをさらに含む実施形態３１～３４のうちの１つに記載の方法。
【００６７】
　３６．ＷＴＲＵのＭＩＨエンティティは、ローカルおよび／またはリモートのハンドオ
ーバコマンドを集めることをさらに含む実施形態３１～３５のうちの１つに記載の方法。
【００６８】
　３７．ＷＴＲＵのＭＩＨエンティティは、集められたハンドオーバ・イベントおよび情
報に基づいて、ハンドオーバをトリガする閾値が満たされているか、またはハンドオーバ
コマンドが発行されているかを判定することをさらに含む実施形態３１～３６のうちの１
つに記載の方法。
【００６９】
　３８．閾値テストが正である場合、ＷＴＲＵのＭＩＨエンティティは、ハンドオーバト
リガを上位レイヤに送信することによってＰＬＭＮとＵＭＡＮとの間のハンドオーバを開
始することをさらに含む実施形態３７の方法。
【００７０】
　３９．ＵＭＡＮはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）ネットワークである実施形態３１～
３８のうちの１つに記載の方法。
【００７１】
　４０．ＵＭＡＮはＩＥＥＥ８０２ネットワークである実施形態３１～３８のうちの１つ
に記載の方法。
【００７２】
　４１．ＵＭＡＮはＨＹＰＥＲＬＡＮ／２である実施形態３１～３８のうちの１つに記載
の方法。
【００７３】
　４２．ＰＬＭＮはＧＳＭネットワークである実施形態３１～４１のうちの１つに記載の
方法。
【００７４】
　４３．ＰＬＭＮは３ＧＰＰネットワークである実施形態３１～４１のうちの１つに記載
の方法。
【００７５】
　４４．ＰＬＭＮは３ＧＰＰ２ネットワークである実施形態３１～４１のうちの１つに記
載の方法。
【００７６】
　４５．ＷＴＲＵのＭＩＨエンティティはレイヤ独立エンティティである実施形態３２～
４４のうちの１つに記載の方法。
【００７７】
　４６．ＵＭＡＮのＭＩＨエンティティはレイヤ独立エンティティである実施形態３３～
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４５のうちの１つに記載の方法。
【００７８】
　４７．ＵＭＡＮのＭＩＨエンティティはＡＰに含まれる実施形態３３～４６のうちの１
つに記載の方法。
【００７９】
　４８．ＵＭＡＮのＭＩＨエンティティはＵＮＣに含まれる実施形態３３～４６のうちの
１つに記載の方法。
【００８０】
　４９．ハンドオーバ・イベントはＥＳによって通信される実施形態３４～４８のうちの
１つに記載の方法。
【００８１】
　５０．ハンドオーバ情報はＩＳによって通信される実施形態３５～４８のうちの１つに
記載の方法。
【００８２】
　５１．ハンドオーバコマンドはＣＳによって通信される実施形態３６～４８のうちの１
つに記載の方法。
【００８３】
　５２．リモートイベントはレイヤ２トランスポートを介して通信される実施形態３４～
５１のうちの１つに記載の方法。
【００８４】
　５３．リモート情報はレイヤ２トランスポートを介して通信される実施形態３５～５１
のうちの１つに記載の方法。
【００８５】
　５４．リモートコマンドはレイヤ２トランスポートを介して通信される実施形態３６～
５１のうちの１つに記載の方法。
【００８６】
　５５．ＷＴＲＵのＭＩＨエンティティは、上位レイヤトランスポートプロトコルを使用
してＵＭＡＭのＭＩＨエンティティと通信する実施形態３３～５４のうちの１つに記載の
方法。
【００８７】
　本発明の特徴および要素は、特定の組合せで好まし実施形態に記載されているが、各特
徴または要素は、好ましい実施形態の他の特徴および要素無しで単体で使用したり、本発
明の他の特徴および要素との組合せに関わらず様々な組合せで使用したりすることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００８８】
【図１】無線通信システムの従来のＵＭＡ機能アーキテクチャを示す図である。
【図２Ａ】本発明によるＭＩＨエンティティ間のシグナリングと共にＷＴＲＵおよびネッ
トワーク内を示す図である。
【図２Ｂ】本発明によるＭＩＨエンティティ間のシグナリングと共にＷＴＲＵおよびネッ
トワーク内を示す図である。
【図３】本発明による回路交換（ＣＳ）ドメインにおけるＵＭＡ－ＭＩＨプロトコルアー
キテクチャを示す図である。
【図４】本発明によるパケット交換（ＰＳ）ドメインにおけるＵＭＡ－ＭＩＨプロトコル
アーキテクチャを示す図である。
【図５】本発明によるＷＴＲＵ ＣＳドメインシグナリングアーキテクチャを示す図であ
る。
【図６】本発明によるＷＴＲＵ ＰＳドメインシグナリングアーキテクチャを示す図であ
る。
【図７】本発明による免許不要移動アクセスネットワーク（ＵＭＡＮ）と公衆陸上移動網
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【図１】 【図２Ａ】
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